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7日5 年度実績一覧

本ユニッ トでは、各年度 ごとに業務計画を立案 し、それに対する実施報告をまとめ

た。以下にその内容を列挙する。

7日5Hl 平成 18年度

【業務計画】

HD関 連の新製品・新技術開発に必要な次世代型技術者を養成するための体制を構

築するためボー ドを発足させる。シンポジウムを地域で開催 し、FPD産業の現状 と動

向を把握 し、FPD関連次世代型技術者の必要性を地域関係者に明示する。次年度か ら

開始する養成カ リキユラムの養成対象者 を選考 し、 目標人数 を確保する。さらに、国

内H)D企業における現状 と課題を調査研究の上、養成カリキユラムの構築、ユニッ ト

教材の作成及び実習の準備を行 う。

1.ユニッ ト運営体制の確立と人材養成業務の従事者の確保

組織 として、ユニッ トの企画・検討や養成者・業務従事者の選考、活動評価を行

うディレクター・ボー ドを置く。さらに、ユニットの運営・成果に関する客観的

評価を行うアドバイザリー・ボー ド (外部評価委員)を 置く。また、それぞれの

ボー ドを定期的に開催する。人材養成業務の従事者を確保するため、講師および

研究員を2名程度採用する。

2.カ リキユラム構築 とユニッ ト教材の作成

地域企業のエーズを把握 し、 日本国内の FPD関連企業において現状技術 を把握

し、課題を調査する。また、ワークショッス 国際会議にて関連技術の動向調査

等を行い、カリキュラム・教材作成に反映する。マテリアル・プロセシング分野

では、講義が主イ本となるが、現状技術、動向、課題を包含した講義資料を作成す

る。プラクティカル・トレーエング分野では、次年度実施の実習を中心とするた

めの準備作業として、設備備品の導入、実習用機材の整備を行う。合わせて、よ

り実践的な理解を促すためにユニットの動画教材を製作し、授業に取 り込む。

3。 地域へのユニット広報活軸

本ユニツトが地域において認知され、地域から求められるようにするため、その

取り組み及び内容について、広報をするためのホームページを作成する。さらに

シンポジウムの開催などにより情報発信を行う。また、ユニットのポスターを作

成し配布する。
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4.養成対象者募集・選考

所定のカリキュラムを整えた上で、募集要項を作成配付すると共に、ポスターや

ホームページを利用して次年度からの養成対象者を公募し、5名程度を選考する。

募集ターゲットは地域企業である。

表 7.2:平成 18年度 実施体制

ボー ド委員一覧

●アドバイザリー・ボード

園
□
目 事業項 目 実施場所 担当責任者

総括責任者 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長 庄谷 征美

1.ユニット運営体制の推進 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学務部長、電気電子工学専

攻・教授 藤田 成隆

2.カ リキュラムの実行 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学務部長、電気電子工学専

攻・教授 藤田成隆

3.地域へのユニット広報活動 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学務部長、電気電子工学専

攻・教授 藤田成隆

4.被養成者および養成修了者
への支援と地域企業との連携

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学務部長、電気電子工学専

攻・教授 藤田成隆

No. 氏 名 所  属 職  名

井日 泰孝 八戸工業高等専門学校 校長

2 大見 忠弘 東北大学未来科学技術共同研究センター 客員教授

3 安田 昭夫 アンデス電気 (株 ) 代表取締役社長

4 花田 俊郎 エーアイエス (株 ) 代表取締役社長

5 小野 信一 アルバック東北 (株 ) 代表取締役社長

6 佐藤 敏彦 シチズンディスプレイズ (株 ) 取締役工場長

7 大蔦 良助 (株 )アルバックコーポレー トセンター 顧間
０
０ 高橋 燦吉 (前八戸工業大学学長)

9 蝦名  武 青森県庁 副知事

10 小林  員 八戸市庁 市長

古川 健治 六ヶ所村役場 村長

12 柳谷  透 学校法人八戸工業大学 理事長

13 庄谷 征美 八戸工業大学 学長 (統括責任者)

14 藤田 成隆 八戸工業大学 学務部長 (統括副責任者 )

15 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

16 関  秀廣 八戸工業大学 学務部次長
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氏  名No. 所  属 職  名

小林 正基 青森県商工労働部 部 長

2 大原 周一 青森県工業総合研究センター 所 長

庄谷 征美 八戸工業大学 学長

4 増田陽一郎 八戸工業大学 改革室長

5 藤田 成隆 八戸工業大学 学務部長

6 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

7 齋藤 正博 八戸工業大学工学研究科機械システムエ学専攻 専攻長

8 坂本 禎智 八戸工業大学工学研究科電気電子工学専攻 専攻長

9 関  秀廣 八戸工業大学 学務部次長

0ディレクター・ボード

※順不同

●マネージメント・ボー ド

※ 不

0マネージメント・ボー ド (企画支援部門)

No. 氏  名 所 属 職 名

松坂 博行 学校法人八戸工業大学 総務課長
今
ね 小西 孝則 学校法人八戸工業大学 経理課長

3 橋本由美子 学校法人八戸工業大学 経理課長補佐

4 佐々木 宏 八戸工業大学 会計課長

水野 美香 先端研究教育開発センター FPD推進室 ユニッ ト事務担当

※順不同

【実施報告】

1.運営 。評価委員会等の委員会の計画・開催状況

o平成 18年 7月 14日  第 1回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 8名

o平成 18年 8月 10日  第 2回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 3名

o平成 18年 9月 13日  第 1回 ア ドバイザ リー 。ボー ド、第 1回デイレクター・

ボー ド、第 3回 マネージメン ト・ボー ド合同会議開催 出席者 31名

o平成 18年 9月 29日  第 4回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 13名

o平成 18年 12月 1日  第 5回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 10名

o平成 19年 1月 17日  第 6回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 19年 1月 31日  第 7回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 10名

活
動
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No. 氏  名 所  属 職  名

大見 忠弘 東北大学未来科学技術共同研究センター 客員教授

2 粕谷 直樹 青森県商工労働部新産業創造課 課 長

荒木 俊英 青森県工業総合研究センター八戸地域技術研究所 所長

4 増田陽一郎 八戸工業大学 改革室長

5 藤田 成隆 八戸工業大学 学務部長

6 佐藤 松雄 八戸工業大学工学研究科機械システムエ学専攻 教授

7 関  秀廣 八戸工業大学 学務部次長

嶋脇 秀隆 八戸工業大学工学研究科情報システムエ学専攻 助教授

9 藤岡 与周 八戸工業大学工学研究科情報システムエ学専攻 助教授

10 安川 淳一 八戸工業大学先端研究教育開発センター 講師

11 池田 政勝 八戸工業大学 大学改革室次長
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。平成 19年 2月 14日  第 2回 アドバイザリー・ボー ド、第 2回 デイレクター・

ボー ド、第 8回マネージメント・ボー ド合同会議開催 出席者 28名

o平成 19年 2月 20日  第 9回マネージメント・ボー ド開催 出席者 4名

o平成 19年 2月 28日  第 10回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 11名

o平成 19年 3月 6日 第 3回デイレクター・ボー ド開催 出席者 7名

o平成 19年 3月 9日 第 3回 アドバイザリー・ボー ド開催 出席者 14名

2.シ ンポジウム・修了成果報告会等のイベン ト計画 。開催状況

●FPD地域 レボルーションを目指す八戸工業大学学術講演会

講 自下:東北大学 大見 忠弘 名誉教授

日 時 :平成 18年 9月 20日

会 場 :八戸工業大学 (AVホ ール、本館 2F)

主 催 :八戸工業大学

後 援 :(薄)青森県工業技術教育振興会

参加者 :約 100名

o平成 18年度青森県クリスタルバ レイ構想実現化推進協議会シンポジウム

日 時 :平成 18年 11月 13日

会 場 :ホテル青森

主 催 :青森県、青森県クリスタルバ レイ構想実現化推進協議会、

青森県企業誘致推進協議会

演 題 :『 クリスタルバレイ構想に関する人材育成:FPD関連次世代型技術者養

成ユニッ ト』

講 師 :八戸工業大学 学長 庄谷 征美

参加者 :約 300名

・ 青森県工業会産学官連携推進会議 in八戸工業大学

日 時 :平成 18年 11月 24日

会 場 :八戸工業大学  (AVホ ール、本館 2F)

主 催 :青森県工業会

演 題 :『FPD関連次世代型技術者養成について』

講 師 :八戸工業大学 教授 藤田 成隆

参加者 :99名

・ 八戸工業大学 FPDシンポジウム “知の工房 "

日 時 :平成 18年 12月 20日

会 場 :ユー トリー 多目的ホール lF

主 催 :八戸工業大学、青森県

後 援 :(財)21あおもり産業総合支援センター

参加者 :59名
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7.5.2 平成 19年度

【業務計画】

平成 19年度は、FPD(フ ラット・パネル・ディスプレイ)関連次世代型技術者養成を

開始する。課題解決型人材養成 としての新たなカ リキュラムの遂行 と目的に沿つた人

材を輩出する。特に被養成者のインセンティブを高揚させる手法を駆使 しながら、ユ

ニッ トの意義付けを地域のエーズと擦 り合わせながら図つてい く。平成 19年度は約 5

名の被養成者を養成する。

1.ユニット運営体制の推進

本ユニットでは 3つのボー ドが設けられている。ユニットの運営・成果に関する

客観的評価を行うアドバイザリー・ボー ド (外部評価委員 )、 ユニットの企画・検

討や被養成者の選考、活動評価を行うディレクター・ボー ド、カリキユラムを遂

行するマネージメント・ボー ドである。当該年度は各ボー ドの運営体制等を推進

して、本人材養成システムを改善する。

2.カ リキユラム遂行 と評価

FPDの基本 となる 「光」と「半導体」の 2テーマを主体 としたマテ リアル・プロ

セシング分野、および知的財産や、FPD実習等の実践的な技術を養成するプラク

ティカル・ トレーニング分野のカリキュラムを実行 し、受講者の評価 を受けて改

善する。カリキユラムの改善のため、海外において最先端の技術調査 を行 う。

3.地域へのユニッ ト広報活動

ホームページの内容充実を図 り、本ユニットから地域への情報発信 を図る。また、

シンポジウムを開催 し、より詳細な技術動向を探る機会を提供する。ユニットの

ポスターを作成 し、地域の周知を図る。

4.継続的被養成者の確保 と地域企業 との連携

ア ドバイザ リー・ボー ドや被養成者の評価 を受けながら、継続的被養成者の確保

に努める。被養成者の修了にあたっては、地域からの高い評価 を得る為に企業 と

の連携を図 り、修了後においても養成修了者の地元企業での活躍を支援する。

活
動
実
縞

国

目
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表 7.3:平成 19年度 実施体制

活
動
実
績

ボー ド委員一覧

●アドバイザリー・ボード

※順不同

開
□
霞

担当責任者事業項目 実施場所

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長 庄谷 征美総括責任者

1.ユニット運営体制の推進 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

2.カ リキュラム遂行 と評価 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気 。情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

3.地域へのユニット広報活動 .

4.継続的被養成者の確保と地

域企業との連携

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

No. 氏 名 所  属 職  名

井口 泰孝 八戸工業高等専門学校 校長

2 大見 忠弘 東北大学 客員教授

代表取締役社長3 安田 昭夫 アンデス電気 (株 )

4 花田 俊郎 エーアイエス (株 ) 代表取締役社長

5 小野 信一 アルバック東北 (株 ) 代表取締役社長

6 赤星  治 東北デバイス (株 ) 代表取締役副社長

7 大蔦 良助 (株 )アルバックコーポレー トセンター 顧 間

8 東  康夫 東北化学薬品 (株 ) 代表取締役社長

9 蝦名  武 青森県庁 冨J矢日事

10 菅原 義郎 八戸市庁 副市長

古川 健治 六ヶ所村役場 村長

12 柳谷  透 学校法人八戸工業大学 理事長

13 庄谷 征美 八戸工業大学 学長

14 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

15 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

16 関  秀廣 八戸工業大学 学務部次長
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No. 氏 名 所  属 職  名

小林 正基 青森県商工労働部 部長

2 大原 周一 青森県工業総合研究センター 所長
う
Ｄ 鈴木 直通 学校法人八戸工業大学 事務局長

4 庄谷 征美 八戸工業大学 学長

5 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

6 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

7 齋藤 正博 八戸工業大学工学研究科機械システムエ学専攻 専攻長

8 坂本 禎智 八戸工業大学工学研究科電気電子工学専攻 専攻長

9 栗原 伸夫 八戸工業大学工学部システム情報工学科 学科長

10 関  秀廣 八戸工業大学工学研究科電子電気・情報工学専攻 教授

●ディレクター・ボード

●マネージメント・ボード

活
動
実
縞

※順不同

※順不同

国

目

No. 氏 名 所  属 職  名

大見 忠弘 東北大学 客員教授
う
る 吉崎 秀夫 青森県商工労働部新産業創造課 課長
０
つ 荒木 俊英 青森県工業総合研究センター八戸地域技術研究所 所 長

4 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

5 講 師 A 八戸工業大学先端研究教育開発センター 教 授

6 佐藤 松雄 八戸工業大学工学研究科機械システムエ学専攻 教 授

7 関 秀廣 八戸工業大学工学研究科電子電気・情報工学専攻 教 授

8 嶋脇 秀隆 八戸工業大学工学研究科電子電気・情報工学専攻 助教授

9 藤岡 与周 八戸工業大学工学研究科電子電気・情報工学専攻 助教授

10 池田 政勝 八戸工業大学 大学改革室次長

11 大野 裕司 学校法人八戸工業大学 総務課長

12 長浜 沖夫 学校法人八戸工業大学 経理課長

13 西田中裕祥 学校法人八戸工業大学 人事課長

14 橋本由美子 八戸工業大学 会計課長

15 亀掛川王子 学校法人八戸工業大学 経理課係長

16 谷津 昌樹 八戸工業大学 図書館・情報事務室

17 研究員 A 八戸工業大学先端研究教育開発センター テクニカル・スタッフ

18 研究員 B 八戸工業大学先端研究教育開発センター テクニカル・スタッフ

19 水野 美香 八戸工業大学先端研究教育開発センター テクニカル・スタッフ
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【実施報告】

人材養成の実施内容

1.被養成者の募集・選考状況 (応募者数、合格者数、現在の在籍者数も記載 )

「Hつ 関連次世代型技術者養成ユニッ ト」平成 19年度被養成者募集要項に基づい

て下記の活動を行つた。

・ 平成 19年 1月 31日 (水)平成 19年度被養成者募集する旨を専用ホームペー

ジにて公開

o平成 19年 2月 1日 (木)～2月 22日 (木)募集期間

o平成 19年 3月 6日 (火)選抜口頭試問 (受験者 8名 )

o平成 19年 4月 13日 (金)平成 19年度被養成者入学式

選抜試験の結果、8名 を合格 と判定 し、全員が入学 した。

2.養成修了状況 (本年度の養成目標人数も記載。初年度からの累計目標/実績数も記載 )

表 7.4:平成 19年度養成修了生 (8名 )

氏名被養成者D
F07001 蟹澤 丈博

F07002 久保 寿太

F07003 小向 幸生

F07004 佐々木 学

F07005 徳差 史哉

F07006 苗代澤 教夫

橋本 智香子F07007

F07008 向谷地 由佳

表 7.4に示す被養成者 8名が所定の修了条件 を満足 したことから、3月 25日 (火 )

に修了式を挙行 した。本プロジエク トの第 1期生 となる。

3.人材養成 (講義・実習等)の実施状況 (各養成コースの期間も記載 )

・ 各被養成者にはチューター教員が配置されており、適時に指導した。

・ 被養成者にはシンポジウム、講演会の聴講を課し、情報収集に従事させた。

・ 講義 :「 ナノ加工特論」を開講 (担当 :佐藤 松雄 教授、平成 19年 8月 6、 7日、

計 8コ マ実施 )

・ 講義 :「ナノ膜特論」を開講 (担当:藤田成隆教授、平成 20年 3月 15、 16日 、

計 8コ マ実施 )
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o講義 :「次世代 FPD特論」を開講 (担当 :関 秀廣 教授、平成 19年 8月 8、 9日 、

計 8コ マ実施 )

o実習 :「 分析評価特論」を開講 (担 当 :安川 淳一 非常動講師、平成 19年 9月

6、 7日 、計 8コ マ実施 )

o講義 :「矢目的財産特論」を開講 (担当:富沢 知成 弁理士、平成 20年 2月 19、 20

日、計 8コ マ実施 )

o講義 :「光マテリアル特論」を開講 (担当:嶋脇 秀隆 准教授、平成 20年 2月 25、

28日 、計 8コ マ実施 )

o講義 :「ULSIデザイン特論」を開講 (担当:藤 岡 与周 准教授、 平成 20年 2月

29日 、3月 3日 、計 8コ マ実施 )

o講義 :「ULSIプ ロセス特論」を開講 (担当:大見 忠弘 教授、平成 20年 3月 12、

13日 、計 8コ マ実施 )

o実習 :「FPD関連研究実習」の前期分を開講 (担当 :佐藤 松雄 教授等、平成 19

年 8月 20、 21日 、計 10コ マ実施 )

o実習 :「劇PD関連粉究実習」を開講 (担当:関 秀廣 教授、平成 20年 3月 14日 、

計 3コ マ実施 )

o実習 :「FPD関連研究実習」を開講 (担当:藤 田 成隆 教授、平成 20年 3月 17

日、計 3コ マ実施 )

o先端技術研修 (CES:国 際エレク トロニクスショー)を 実施 (平成 20年 1月 5

日-1月 12日 、ラスベガス国際会議センター他、被養成者 7名、本学教員 5名 )

o先端技術研修報告会 (CES報告会)を 実施 (平成 20年 2月 26日 八戸グラン ド

ホテル lFマ リーンホール、出席者 44名 (被養成者 8名 ))

o講義 :第 1回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 4月 27日、

計 2.0コ マ実施 )

・ 講義 :第 2回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 6月 1日 、

計 2,0コ マ実施 )

・ 講義 :第 3回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 6月 29日、

計 2.0コ マ実施 )

・ 講義 :第 4回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 7月 27日、

計 2.0コ マ実施 )

o講義 :第 5回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 9月 28日 、

計 2.0コ マ実施 )

o講義 :第 6回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 10月 26

日、計 2.0コ マ実施 )

o講義 :第 7回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 11月 30

日、計 2.0コ マ実施 )

o講義 :第 8回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 19年 12月 21

日、計 2.0コ マ実施 )

活
動
実
績
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o講義 :第 9回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 2月 1日 、

計 2.0コ マ実施 )

・ 講義 :「PBLゼミナール」最終報告会を開催 (担当 :全教員、平成 20年 3月 10

日、計 2.0コ マ実施 )

4.カ リキユラム・シラバス・教材の作成 。講義 。実習室における設備備品 。消耗品等

の整備 ・改善状況、及び地域ニーズ等の反映状況

o各講義、演習を開講 し、そこに関わる教材を作成 した。

・ 本年度後期に開催 される各講義、演習に関わる教材 を作成 し、授業にて使用

した。

5,次期 コースの検討 (地域ニーズ把握、カリキユラム・募集要項等の検討・準備)状況

o被養成者にとって、将来の生き方の選択肢の一つとして 「起業」を目指すため

に、プラクテイカル・トレーニング分野に「技術経営特論 (Advance Management

of Technology)」 の授業を新たに設ける提案を拡大ア ドバイザ リー・ボー ドで

行い了承された。

o一通 り授業を実施 し、各授業担当者、受講者などの成果を見ながら検討中であ

る。具体的には講義内容のキーワー ドを中心に講義内容の見直しを行つている。

現時点までの実施状況においては特に支障はない。

6.運営・評価委員会等の委員会の計画・開催状況

o平成 19年 4月 9日 (月 )第 1回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 10名

o平成 19年 4月 24日 (火)第 2回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 7名

o平成 19年 5月 18日 (金) 第 3回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 10名

o平成 19年 6月 22日 (金) 第 4回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 19年 7月 19日 (木)第 5回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 13名

o平成 19年 8月 3日 (金) 第 6回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 13名

o平成 19年 9月 21日 (金) 第 7回 マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 14名

o平成 19年 10月 19日 (金)第 8回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 13名

o平成 19年 11月 15日 (木)第 9回マネージメント・ボー ド開催 出席者 11名

o平成 19年 12月 12日 (水)第 1回ア ドバイザ リー 。ボー ド、第 1回デイレク

ター・ボー ド、第 10回 マネージメン ト・ボー ド合同会議開催 出席者 31名

o平成 20年 1月 25日 (金)第 11回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 20年 2月 22日 (金)第 12回マネージメン ト・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 20年 2月 22日 (金) 第 2回ディレクター・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 20年 2月 28日 (木)第 2回 ア ドバイザ リー 。ボー ド開催 出席者 10名

園
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7.シ ンポジウム・修 了成果報告会等のイベン ト計画・開催状況

o平成 19年度第 1回八戸工業大学 H)D関連次世代型技術者養成ユニッ ト講演会

題 目 :「蒸着が生み出す超薄膜の世界」―反応性有機超薄膜 を実現する蒸着

重合 と 1次元基板を用いた大型ディスプレイー

講 師 :(株 )倉U枡 東京支店 技術研究所 所長 高橋 善和 氏

日 時 :平成 19年 7月 27日 (金)15:00-17:00講 演会、18:00-20:00交 流会

会 場 :八戸工業大学 AVホール

参加者 :50名 (被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o平成 19年度第 2回八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニット

シンポジウム “知の工房 "

題 目/講 師 :

講演 1. 「液晶デイスプレイ用バックライ トテクノロジ」

日本 ライツ (株)R&Dセ ンター

専務執行役員 カランタル・カリル 氏

講演 2. 「H]Dの現状 と今後の展望」

(独)産業技術総合研究所 主任研究員 長尾 昌善 氏

講演 3. 「有機 ELデイスプレイの現状 と市場確立への課題」

技術 コンサルタン ト 営摩 照夫 氏

日 時 :平成 19年 11月 2日 (金)13:00-16:50

会 場 :(財 )八戸地域地場産業振興センター

参加者 :68名 (被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o平成 19年度第 2回八戸工業大学 H》D関連次世代型技術者養成ユニッ ト講演会

題 目 :「 中小型薄型ディスプレイ高性能化のための取 り組み」

講 師 :エプソンイメージングデバイス (株 )

技術開発統轄部 L開発設計部 部長 小間 徳夫 氏

日 時 :平成 19年 11月 30日 (金)14:30-16:00

会 場 :八戸工業大学 AVホール

参加者 :108名 (被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o先端技術研修 (CES:国際エレク トロニクスショー )

日  時 :平成 20年 1月 5日…12日

開催場所 :ラ スベガス国際会議センター他

出席者  :被養成者 7名、本学教員 5名

・ 行事名称 :先端技術研修報告会 (CES報告会 )

開催 日時 :平成 20年 2月 26日 13:00～ 17:00

開催場所 :八戸グラン ドホテル (lFマ リーンホール )

出席者  :44名 (被養成者 8名 )
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・ 行事名称

開催 日時

開催場所

出席者

o行事名称

開催 日時

開催場所

出席者

7.5 年度実績一覧

PBLゼ ミナール最終報告会

平成 20年 3月 10日 (火 )10:00～ 11:00

八戸工業大学 教養棟 3階 大会議室

25名 (被養成者 8名 )

平成 19年度八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニッ ト

被養成者修了式

平成 20年 3月 25日 (火 )10:00～ 11:00

八戸工業大学 教養棟 3階 大会議室

40名 (被養成者 8名 )

実施体制・自治体との連携状況

8。 養成従事者の採用、実施体制に関わる状況・変化

・ 被養成者を対象とするセミナー講演において、当初はクリーンルームの基本的

な知識を修得させることで計画 したが、更に、クリーンルームの最新技術を教

育するため、実際に最先端クリーンルームがある青森県工業総合研究センター

八戸地域技術研究所内の未来技術研究棟 (施設)に おいて、管理研究を行つて

いる講演者 2名 を追加 した。

若生 一広 (財)21あおもり産業総合支援センター

液晶先端技術研究センター 所長

クリーンルーム・プロセスに関する講演

千葉 昌彦 青森県工業総合研究センター 八戸地域技術研究所

FPD研究部長

クリーンルーム維持管理に関する講演

・ 武田 悦矢 氏を特任教授、川本 清 氏を特任准教授 として 3月 1日 付けで採用

した。職務内容は「FPD関連次世代型技術者養成ユニット」にかかる業務 とし

て、ユニット運営体制の推進、カリキュラム遂行 と評価、地域へのユニット広

報活動、継続的被養成者の確保 と地域企業 との連携促進である。

課題終了後の継続性の見込み

o期間終了後の継続に関する検討 。調整状況

o被養成者が養成期間を終えた後は所属企業に帰任することになるが、ユニット

の成果を確認することと、より社会への貢献を支援するために、修了後 1年目

に進捗状況の報告を課することとしている。一方、大学としては、本ユニツト

期間終了後の継続に関して原案の策定の段階である。八戸工業大学大学院工学

研究科の例えば電子電気・情報工学専攻の部門として発足させる案が上ってい

る。いずれ本年度のカリキユラムを一通り終えてから議論を予定している。
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・ HD人 材養成事業においては、事業終了後でも継続的取 り組みを続け、知の拠

点作 り、地域再生につなげなければならないことから、拡大ア ドバイザ リー・

ボー ドにて各機関で下記の項 目を検討することとした。

FPD関連企業 課題解決テーマに関する養成課程修了者の成果、取 り組み状

況の開示を検討する。

被養成者課程修了に対する公的な認定手段の検討

養成課程修了者の地域に与える貢献を支援する具体策

被養成者が中心 となった知の拠点ネッ トワーク作 り

本ユニットの発展的展開 (大学院教育課程への組み込み検討 )

FPD知の拠点ネッ トワーク

教材開発 (実習テーマ、テキス ト、E―Learning)

本ユニットの教育システムの 「工業教育」への投稿

青森県

八戸工業大学
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7.5コ3 平成 20年度

【業務計画】

本年度は、FPD(フ ラット・パネル・ディスプレイ)関連次世代型技術者養成の 2期

生の養成を行 う。課題解決型人材養成 としての新たなカリキユラムの遂行 と目的に沿つ

た人材を輩出する。特に被養成者のインセンティブを高揚させる手法を駆使 しながら、

ユニッ トの意義付けを地域のニーズと擦 り合わせなが ら図つてい く。本年度は 5名程

度の被養成者を養成することを目標 とする。

1.ユニッ ト運営体制の推進

本ユニッ トの運営を行 うため、以下の 3つ のボー ドを設ける。ア ドバイザ リー・

ボー ドは、外部評価委員の協力を得て、ユニットの運営・成果やカリキュラムに

関する客観的評価を行 う。ディレクター・ボー ドは、ユニットの企画・検討や被

養成者の選考、活動評価を行 う。マネージメン ト・ボー ドは、カリキユラムを遂

行する。各ボー ドを定期的に開催 しながらユニッ ト運営体制等を推進 して、本人

材養成システムを改善する。合わせて、本ユニッ トの将来の後継 となるシステム

の検討を始める。

2.カ リキュラムの実行 と改善

FPDの基本 となる「光」と「半導体」の 2テーマを主体 としたマテリアル・プロセ

シング分野、および知的蕗産や FPD実習等の実践的な技術を養成するプラクテイ

カル・トレーエング分野から構成されるカリキュラムを実行 し被養成者を養成す

る。ア ドバイザ リー 。ボー ドからの指摘や被養成者の評価、および国内外の展示

会等に参加 し最先端の技術調査を実施することなどによって、カリキュラムを改

善する。

3.地域へのユニッ ト広報活動

ホームページにより本ユニッ トから地域への情報発信 を図る。 また、シンポジウ

ムと講演会を開催 し、より詳細な技術動向を探る機会を提供する。

4.被養成者の継続的確保 と地域企業 との連携

地域へのユニッ ト広報活動や地元企業への訪間活動によって、募集活動 を行い、

被養成者の継続的確保に努める。また、養成修了者が地域から高い評価を得るた

めに、企業 と連携を図 り養成修了者の地元企業での活躍を支援する。

園
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表 7.5:平成 20年度 実施体制

活
動
実
績

事業項目 実施場所 担当責任者

総括責任者 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長 庄谷 征美

1.ユニット運営体制の推進 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

2.カ リキュラムの実行 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

3.地域へのユニッ ト広報活勃 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長補佐、電子電気 。情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

4.被養成者および養成修了者
への支援と地域企業との連携

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

園
□
重

ボー ド委員一覧

0ア ドバイザリー・ボード

No. 氏 名 所  属 職  名

校長井口 泰孝 八戸工業高等専門学校

2 大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター 客員教授

3 安田 昭夫 アンデス電気 (株 ) 代表取締役社長

4 東  康夫 東北化学薬品 (株 ) 代表取締役社長

5 花田 俊郎 エーアイエス (株 ) 代表取締役社長

6 小野 信一 アルバック東北 (株 ) 代表取締役社長

7 赤星  治 東北デバイス (株 ) 取締役副社長

8 大蔦 良助 (株)ア ルバックコーポレー トセンター 顧 問

9 蝦名  武 青森県庁 副矢日事

10 奈良岡修一 八戸市庁 副市長

11 古川 健治 六ヶ所村役場 村長

12 柳谷  透 学校法人 八戸工業大学 理事長

13 庄谷 征美 八戸工業大学 学長

14 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

15 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

16 関 秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科 電子電気・情報工学専攻 専攻主任

※順不同

―-173-―



鯵 7.5 年度実績一覧

活
動
実
績

●ディレクター・ボード

●マネージメント・ボード

●マネージメン ト・ボー ド (企画支援部門 )

※順不同

※順不同
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No. 氏 名 所  属 職  名

九戸 員樹 青森県商工労働部 部長

2 唐澤 英年 青森県工業総合研究センター 所長

3 鈴木 直通 学校法人 八戸工業大学 事務局長

4 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

5 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

6 大黒 正敏 八戸工業大学大学院 工学研究科機械・生物化学工学専攻 専攻主任

7 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 専攻主任

8 栗原 伸夫 八戸工業大学 工学部 システム情報工学科 学科長

9 武田 悦矢 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任教授

10 川本  清 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任准教授

No. 氏 名 所  属 職  名

大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター 客員教授
う
る 永井 岳彦 青森県商工労働部 新産業創造課 課長
つ
つ 荒木 俊英 青森県工業総合研究センター 八戸地域技術研究所 所長

4 富沢 知成 富沢特許事務所 弁理士

5 藤田 成隆 八戸工業大学 学長補佐

6 佐藤 松雄 八戸工業大学 工学研究科 機械・生物化学工学専攻 教授

7 武田 悦矢 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任教授

8 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気 。1盾報工学専攻 専攻主任

9 嶋脇 秀隆 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 准教授

10 藤岡 与周 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 准教授

11 川本  清 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任准教授

12 池田 政勝 八戸工業大学 社会連携学術推進室 次長

No. 氏  名 所  属 職  名

大野 裕司 学校法人 八戸工業大学 事務局次長
０
々 長浜 沖夫 学校法人 八戸工業大学 経理課長

3 西田中裕祥 学校法人 八戸工業大学 人事課長

4 舛谷 厚子 学校法人 八戸工業大学 経理課

5 鈴木るり子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 係長

6 橋本由美子 八戸工業大学 会計課長

7 谷津 昌樹 八戸工業大学 図書館・情報事務室 テクニカルスタッフ

8 小笠原康子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 事務職員

9 大向 雪絵 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 事務補助員
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【実施報告】

人材養成の実施内容

1,被養成者の募集・選考状況 (応募者数、合格者数、現在の在籍者教も記載 )

「FPD関連次世代型技術者養成ユニッ ト」平成 20年度被養成者募集要項に基づい

て下記の活動を行つた。

・ 平成 19年 7月 30日 (月 )平成 20年度被養成者募集する旨を専用ホームペー

ジにて公開

o平成 20年 1月 4日 (金 )～ 2月 11日 (月 )募集期間

o平成 20年 2月 22日 (金)選抜口頭試間 (受験者 5名 )

o平成 20年 3月 26日 (水)2次 選抜口頭試問 (受験者 1名 )

o平成 20年 4月 15日 (火 )平成 20年度被養成者入学式

選抜試験の結果、6名 を合格 と判定 し、全員が入学 した。

2.養成修了状況 (本年度の養成目標人数も記載。初年度からの累計目標/実績数も記載 )

表 7.6:平成 20年度養成修了生 (5名 )

被養成者 ID 氏名

坂本 智英F08001

F08002 澤田 慶

F08004 新山 盛

F08005 山田 新悦

F08006 和田 大成

表 7.6に示す被養成者 5名 が所定の修了条件を満足したことから、3月 24日 (火 )

に修了式を挙行した。本プロジエクトの第 2期生となる。以上を加えて、これまで

の養成修了状況を以下に示す。

o平成 19年度養成修了者は 8名 であつた。

o平成 20年度養成 目標人数は 5名である。

・ 平成 20年度養成修了者は 5名であつた。累計実績 13名 となった。

3.人材養成 (講義 。実習等)の実施状況 (各養成ヨースの期間も記載 )

o講義 :第 1回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 4月 25日、

2コ マ実施 )

o講義 :第 2回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 5月 30日、

2コ マ実施 )

活
動
実
績

―-175-―

国

目



R苺峰亀憲忘患患憲排|

,ィ ‖ IAin l,fI,1、 、1 1i l

7.5 年度実績一覧
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o講義 :第 3回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 6月 25日 、

2コ マ実施 )

o講義 :第 4回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 7月 25日 、

2コ マ実施 )

o演習 :「FPD関連研究実習」 (品質工学)を 開講 (担当 :宮城教育大学 小野 元

久 教授、平成 20年 7月 31日 、8月 4日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :「 次世代 FPD特論」を開講 (担当 :関 秀廣 教授、武田 悦矢 特任教授、

平成 20年 8月 1日 、6日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「ナノ加工特論」を開講 (担当 :佐藤 松雄 教授、平成 20年 8月 7、 8

日、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「技術経営特論」を開講 (担当 :立命館大学 阿倍 惇 教授、平成 20年 8

月 21、 22日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「分析評価特論」を開講 (担当 :川本 清 特任准教授、平成 20年 8月

26、 27日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 演習 :「FPD関連研究実習」 (ク リーンルーム技術)を 開講 (担当 :(株 )日 立

プラン トテクノロジー 花岡 秀夫 氏、他 3名、平成 20年 9月 4日 、計 4コ マ

実施 )

o演習 :「FPD関連研究実習」 (ナ ノ加工)を 開講 (担当 :佐藤 松雄 教授、平成

20年 9月 5日 、計 4コ マ実施 )

o講義 :第 5回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 9月 26日 、

2コ マ実施 )

o講義 :第 6回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 10月 24

日、2コ マ実施 )

o講義 :「先端技術研修」に係わ りFPD Intcrnationa1 2008に て研修 を実施。 (担

当 :全教員、平成 20年 10月 30、 31日 実施 )

・ 講義 :第 7回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 11月 21

日、2コ マ実施 )

o講義 :「ULSIプロセス特論」を開講 (担当 :東北大学 大見 忠弘 客員教授、東

北大学 寺本 章伸 客員准教授、平成 20年 12月 9、 10日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 8回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 20年 12月 24

日、2コ マ実施 )

o講義 :「先端技術研修」に係わ りConsumer Electtonics Show(米 国)にて研修

を実施。 (担当 :全教員、平成 21年 1月 6～ 13日 実施 )

o講義 :第 9回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 1月 23日 、

3コ マ実施 )

o講義 :「知的財産特論」を開講 (担当 :弁理士 富沢 知成 氏、平成 21年 1月

27、 28日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 演習 :「FPD関連研究実習」を開講 (担当 :武田 悦矢 特任教授、平成 21年 2
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月 6日、計 4コ マ実施 )

o講義 :「ナノ膜特論」を開講 (担当 :藤田 成隆 教授、平成 21年 2月 9、 10日、

計 7.5コ マ実施 )

o演習 :「FPD関連研究実習」を開講 (担当 :武田 悦矢 特任教授、川本 清 特

任准教授、平成 21年 2月 12日 、計 4コ マ実施 )

o講義 :「光マテ リアル特論」を開講 (担当 :嶋脇 秀隆 准教授、平成 21年 2月

16、 17日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「ULSIデザイン特論」を開講 (担当 :藤岡 与周 准教授、平成 21年 2

月 25、 26日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :第 10回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 2月 27

日、3コ マ実施 )

4.カ リキュラム・シラバス・教材の作成・講義 。実習室における設備備品・消耗品等

の整備・改善状況、及び地域ニーズ等の反映状況

。E―learning用 教材の整備 講演会ビデオを被養成者・本ユニツト関係者向けに

Webで公開。

●7、 8月 の講義、実習の開講予定に合わせ資料等を各担当教員が準備中。

o前期開講の講義資料の一吉БをE…1∽ming用 にアップロー ド

・ 消耗品費を用いて、7、 8月 に開講予定の講義、実習について準備中。

5。 次期 コースの検討 (地域ニーズ把握、カリキュラム・募集要項等の検討・準備)状況

oア ドバイザ リー・ボー ドにて地域ニーズの把握 とカリキュラム等運営に関する

意見を得た。

。 「PD関 連次世代型技術者養成ユニット」平成 21年度被養成者募集要項を作

成 し、来年度の募集活動を開始 した。

・ 平成 21年 1月 5日 (月 )～2月 9日 (月 )募集期間

・ 平成 21年 3月 5日 (木)選抜口頭試問 (受験者 4名 )

o平成 21年 3月 9日 (月 )第 2回デイレクター・ボー ドにおいて受験者 4名の合

格を認定 した。

・ 引き続 き募集活動を継続する。

6.運営・評価委員会等の委員会の計画 。開催状況

o平成 20年 4月 11日  第 1回マネージメント・ボー ド開催 出席者 16名

o平成 20年 5月 21日 第 1回アドバイザリー・ボー ド開催 出席者 11名

講義について、昨年度同様 8月、2月 を中心とした集中講義方式とすることが

確認された。

・ 平成 20年 5月 23日 第 2回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 15名

o平成 20年 6月 12日 第 3回マネージメント・ポー ド開催 出席者 17名
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o平成 20年 7月 24日  第 4回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 10名

o平成 20年 9月 12日 第 5回マネージメント・ボー ド開催 出席者 14名

o平成 20年 10月 23日 第 6回マネージメント・ボー ド開催 出席者 16名

o平成 20年 11月 14日 第 7回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 13名

・ 平成 20年 12月 19日 第 2回 アドバイザリー・ボー ド、第 1回デイレクター・

ボー ド、第 8回マネージメント・ボー ド合同会議開催 出席者 26名

o平成 21年 1月 23日 第 9回マネージメント・ボー ド開催 出席者 14名

o平成 21年 3月 9日 第 3回アドバイザリー・ボー ド、第 2回デイレクター・ボー

ド、第 10回 マネージメント・ボー ド合同会議開催 出席者 28名

ク.シ ンポジウム・修 了成果報告会等のイベン ト計画 。開催状況

o平成 20年度第 1回八戸工業大学 H)D関連次世代型技術者養成ユニッ ト

講演会開催

題 目 :「高速広視野角を同時実現する次世代液晶 (OCB)ディスプレイの開

発」

講 師 :東芝松下デイスプレイテクノロジー (株 )

先行技術商品開発センター 主幹 分元 博文 氏

日 時 :平成 20年 6月 25日 (水)13:00-14:30(無 料 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :30名 (被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o第 2回八戸工業大学 JEITA(電子情報技術産業協会)]昭Dスクール講演会 (共催 )

題 目 :「薄型テレビ開発の現状 と将来 プラズマディスプレイ、液晶デイス

プレイの基礎 と応用」

講 師 :(株)日 立製作所 日立研究所 主管研究長 近藤 克己 氏

日 時 :平成 20年 7月 23日 (水 )14:30-16:00

会 場 :八戸工業大学AVホ ール

主 催 :八戸工業大学

共 催 :電気学会東北支都青森支所

八戸工業大学先端研究教育開発センター

FPD関連次世代型技術者養成ユニッ ト

八戸工業大学工学部電子知能システム学科

後 援 :財団法人青森県工業技術教育振興会

参加者 :約 90名 (本学学生、被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )
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o平成 20年度第 2回八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニット講演会

開催

題 目 :「 フレキシブル・プリンタブル有機エレクトロエクス :ユビキタス

社会を支える有機デバイスの現状と展望」

講 師 :(独)産業技術総合研究所

光技術研究部門 副研究部門長 八瀬 清志 氏

日 時 :平成 20年 11月 7日 (金)14:30-16:00(無 料 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :33名 (被養成者、本学学生、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o平成 20年度八戸工業大学 FPDシ ンポジウム “知の工房 "

「PD関連技術が拓く地域の未来」

プログラム :

「Ⅳ D市場とデジタル素材・デバイス産業の今後の展望」

(株)野村総合研究所 主任コンサルタント 岩間 公秀 氏

「PDと それを取巻く技術」

アルバック東北株式会社 代表取締役社長 小野 信一 氏

「産学官金のネットワークが地域経済を救う」

(社 )首都圏産業活性化協会 事務局長 岡崎 英人 氏

日 時 :平成 20年 11月 28日 (金 )

13:00-16:50(シ ンポジウム) 17:10-19:00(交流会 )

:八戸グラン ドホテル 3階 双鶴の間 青森県八戸市番町 14番地

:八戸工業大学、青森県

:62名 (被養成者、本学学生、学内教職員、地域企業、地域金融機関、

地方自治体等 )

o平成 20年度先端技術研修報告会開催

日 時 :平成 21年 3月 3日 (火 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :27名 (被養成者、学内教職員、地域企業、地方自治体等 )

o平成 20年度 PBLゼ ミナール報告会開催

日 時 :平成 21年 3月 10日 (火 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :25名 (被養成者、学内教職員、被養成者関係企業、地方自治体等 )

o平成 20年度HD関 連次世代型技術者養成ユニット修了式開催

日 時 :平成 21年 3月 24日 (火 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :32名 (被養成者、学内教職員、被養成者関係企業、地方自治体等 )

場

催

者Ｈ
Ｈ

力

会

主

参
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実施体制・自治体との連携状況

8.養成従事者の採用、実施体制に関わる状況・変化

o平成 20年 4月 1日付で FPD推進室の事務職員を 1名増員し2名体制とした。

9.連携する自治体との協力・連携状況等 (連携自治体名 :青森県)

oフ ァインテック・ジャパン (平成 20年 4月 16-18日 、幕張)に おいて、青森県

ブースにて本ユニッ トの取 り組みが紹介された。

・ 養成修了者への 「次学代 HD先 端技術研究会」への参加呼びかけがあった。

・ 養成修了者への 「財団法人 21あ おもり産業総合支援センター」の 「あおもり

元気企業チャレンジ助成事業」への応募を勧める呼びかけがあつた。

o「FPD関連研究実習」 (ク リーンルーム技術関連、平成 20年 9月 4日実施)を

青森県工業総合研究センター八戸地域技術初究所にて行つた。

●イノベーションジャパン2008(平成 20年 9月 16-18日 、東京国際フォーラム )

において、青森県ブースにて本ユニツ トの取 り組みが紹介された。

人材養成ユニッ トの有効性

10,養成修了者への支援状況 (修了者への活躍支援、フォローアップアンケー ト調査、

資格支援等 )

・ 被養成者・養成修了者・教員を中心とするH)D…HIT―NETの運用を開始した。現

在はメーリングリス ト機能のみだが、いずれ双方向のコミュニティサイ トとし

て発展させ、地域およびΠつ 関連の情報交換拠点としたい。

●FPD一HIT―NET 発信 10件  (平成 20年 7月 1日 ～9月 26日 )

o FPD― HIT―NET 発信 17件  (平成 20年 9月 27日 ～12月 19日 )

o FPD― HIT―NET 発信 8件  (平成 20年 12月 20日 ～平成 21年 3月 26日 )

11,情報発信 (報道発表、広報、ホームページの整備 (URLも 記載)等)と 、他への波

及効果の状況

o平成 20年 4月 16日 前 日に挙行された入学式について東奥 日報、デー リー東

北にて報道された。

o平成 20年 4月 26日  河北新報にて当ユニッ トに関する報道があつた。

o平成 20年 5月 24日  「G8エネルギー大臣会合開催記念 八戸工業大学エネ

ルギー・環境フォーラム in六ケ所」に於いて 「環境 を意識 した FPD関連人材

育成」 ポスター出展

o平成20年 6月 26日  Eラーエングシステム上 (https、lKs.fpd.rs,hi― tcchoacjp/)

において、講演会ビデオを関係者向けに公開した。

・ 平成20年 11月 29日 前日に開催したH)Dシンポジウム“知の工房"につい

てデーリー東北にて報道された。
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o平成 21年 3月 7日

報にて報道された。

・ 平成 21年 3月 25日

された。

3月 3日 に開催した先端技術研修報告会について東奥日

前日に挙行された修了式についてデーリー東北にて報道

課題終了後の継続性の見込み

12.5年間の実施期間終了後の継続 (人材創出拠点の形成)に関する検討・調整状況 (自

治体 と共同で取 り組む施策、養成修了者への支援計画も記載 )

o本ユニットの内容を八戸工業大学大学院電子電気・情報工学専攻の部門に組み

込むことを草案 している。資金は現在の大学院と同様、入学者からの入学金 と

授業料でまかなう。

●FPDを 中心 とした半導体や光に関する「知の拠点」 としての八戸工業大学の

位置づけ強化を図つてい くため、引き続 き講演会・シンポジウムの開催や、ユ

ニットを通 じて形成されているネットワークの維持 。発展に務めるための体制

を検討中である。
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活
動
実
績

7.5.4 平成 21年度

【業務計画】

前年度の成果 をもとに 4年 目の養成カリキュラムを実施する。この組織を通 して地

域企業における養成課程修了者への評価 を求め、より実践的な課題を明らかにし、ユ

ニット運営に反映させる。

1.人材養成の初期の目的の再確認

中間評価結果を受けて、再度本ユニットの目的を確認 し、本項目に記載する。本プ

ログラムで求められている人材像は、企業内の新事業創出、あるいはベンチャー

企業の起業化ができる人材である。現在の被養成者、既存の企業の所属者であり、

地域企業や被養成者の現状から考えて、社内新規分野の創出を目指すことが当面

の目的と考えている。事業の新規展開に寄与できる人材を養成 し、企業の要請で

もある直近の課題 としての新規展開を可能にし、その上で新規事業創出テーマを

担当できる人材を養成することで地域再生を図るのが妥当であると考えている。

2.経営的視点を習得できるカリキユラム改革

これまで実施 している「マテリアル・プロセシング分野」、「プラクテイカル・ ト

レーニング分野」のカリキュラムを開講すると共に、経営的視点の習得を目指 し、

新講義科 目「技術経営に関する実践論 (仮題 )」 を開講する。「プラクティカル・

トレーエング分野」各科 目においても、技術を構築する上でマーケテイングヘの

展開を新たに図る素養も涵養すべ く方向付けを行 う。

3.継続的被養成者の確保 と地域企業 との連携

ア ドバイザ リー・ボー ドや被養成者の評価 を受けながら、継続的被養成者の確保

に努め平成 21年度 5名 の目標値を達成する。そのためには、シンポジウム、講演

会、ボー ドの開催、充実化を図るとともに地域への情報提供 を行 う。 また、被養

成者の修 了にあたっては、地域からの高い評価を得る為に企業 との連携を図る。

4.養成課程修了者のネッ トワーク活用 と地域貢献の評価

平成 21年 3月 に被養成者 5名 が課程 を修 了し、 1期生 と合わせ修 了生が 13名 と

なった。本ユニットの成果 として求められることは地域再生につながる人材 とし

て活躍することである。八戸工業大学、青森県、地域企業が一体 となり、課程修

了者の支援策を講 じる。

5,ユニツトの継続 。発展のための取り組み

ユニットカリキュラムを大学院の専門科目として取 り入れる方向で、さらに検討

する。
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表 7.7:平成 21年度 実施体制

活
動
実
績

事業項目 実施場所 担当責任者

総括責任者 青森県八戸市大字妙字大開

88-1 八戸工業大学

学長 庄谷 征美

青森県八戸市大字妙字大開

88-1 八戸工業大学

1.ユニット運営体制の推進 学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

2.カ リキュラム遂行 青森県八戸市大字妙字大開

88-1 八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

3.地域へのユニット広報活妻力 I青 森県八戸市大字妙字大開

88-1 八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻 。教授 藤田 成隆

4.継続的被養成者の確保と地

域企業との連携

青森県八戸市大字妙字大開

88…1 八戸工業大学

学長補佐、電子電気・情報工

学専攻・教授 藤田 成隆

国

目

ボー ド委員一覧

0ア ドバイザリー・ボード

No. 氏  名 所  属 職 名

井口 泰孝 八戸工業高等専門学校 校長

2 大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター 客員教授

東  康夫 東北化学薬品株式会社 取締役会長

4 花田 俊郎 エーアイエス株式会社 代表取締役社長

5 小野 信一 アルバック東北株式会社 代表取締役社長

6 相馬 平和 東北デバイス株式会社 代表取締役社長

7 大蔦 良助 株式会社アルバックコーポレー トセンター 顧 間

蝦名  武 青森県庁 副知事

9 奈良岡修一 八戸市庁 副市長

10 古川 健治 六ヶ所村役場 村長

11 柳谷  透 学校法人 八戸工業大学 理事長

12 鈴木 直通 学校法人 八戸工業大学 事務局長

13 庄谷 征美 八戸工業大学 学長

14 藤田 成隆 八戸工業大学 副学長

15 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

16 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科 電子電気・情報工学専攻 専攻主任

※ 同
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動
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0ディレクター・ボード

0マ ネージメント・ボー ド

0マ ネージメント・ボー ド (企画支援部門)

※ 同

※順不同

※順不同

No. 氏 名 所  属 職 名

櫻庭 洋一 青森県商工労働都 部長
つ
々 花松 憲光 地方独立行政法人青森県産業技術センター エ業総合研究所 所 長

鈴木 直通 学校法人 八戸工業大学 事務局長

4 藤田 成隆 八戸工業大学 副学長

八戸工業大学 事務部長5 福井 俊夫

6 大黒 正敏 八戸工業大学大学院 工学研究科機械・生物化学工学専攻 専攻主任

7 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 専攻主任

学科長栗原 伸夫 八戸工業大学 工学部 システム情報工学科

9 武田 悦矢 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任教授

10 川本  清 八戸工業大学 基礎教育研究センター 准教授

11 佐々木崇徳 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 任期付研究員

躙
□
霞

No. 氏  名 所  属 職  名

大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター 客員教授
つ
と 古川 洋文 青森県商工労働部 新産業創造課 課 長

荒木 俊英 地方独立行政法人青森県産業技術セ ンター 八戸地域研究所 所 長

4 富沢 知成 富沢特許事務所 弁理士

副学長5 藤田 成隆 八戸工業大学

6 佐藤 松雄 八戸工業大学大学院 工学研究科機械・生物化学工学専攻 教授

7 武田 悦矢 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任教授

関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 専攻主任

9 嶋脇 秀隆 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 教授

10 藤岡 与周 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 准教授

11 川本  清 八戸工業大学 基礎教育研究センター 准教授

12 佐々木崇徳 八戸工業大学 先端研究教育開発セ ンター 任期付研究員

13 鈴木るり子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 係長

No. 氏  名 所  属 職  名

大野 裕司 学校法人 八戸工業大学 事務局次長
う
´ 長浜 沖夫 学校法人 八戸工業大学 財務課長 (管財担当)

3 橋本由美子 学校法人 八戸工業大学 財務課長 (財政担当)

4 西田中裕祥 学校法人 八戸工業大学 人事課長

舛谷 厚子 学校法人 八戸工業大学 財務課職員

6 蛯名恵利子 学校法人 八戸工業大学 人事課職員

7 谷津 昌樹 八戸工業大学 図書館・情報事務室 テクニカル・スタッフ

小笠原康子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 事務職員

9 水日 浩美 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 事務補助員
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【実施報告】

人材養成の実施内容

1.被養成者の募集・選考状況 (応募者数、合格者数、現在の在籍者数も記載 )

「FPD関連次世代型技術者養成ユニッ ト」平成 21年度被養成者募集要項に基づい

て下記の活動を行つた。

・ 平成 21年 1月 5日 (肩 )～2月 9日 (月 )募集期間

o平成 21年 3月 5日 (木)選抜口頭試問 (受験者 4名 )

o平成 21年 4月 15日 (水)2次選抜口頭試問 (受験者 1名 )

o平成 21年 4月 16日 (木)平成 21年度被養成者入学式

選抜試験の結果、5名 を合格 と判定 し、全員が入学 した。

2.養成修了状況 (本年度の養成目標人数も記載。初年度からの累計目標/実績数も記載 )

表 7.8:平成 21年度養成修了生 (4名 )

被養成者 D 氏名

F09001 秋山 将成

F09002 石橋 完靖

F09003 大湯 崇展

F09004 北郷 恵行

表 7.8に示す被養成者 4名 が所定の修 了条件 を満足 したことから、3月 26日 (金 )

に修了式を挙行 した。本プロジエク トの第 3期生となる。以上を加えて、これまで

の養成修 了状況を以下に示す。

o平成 19年度養成修 了者は 8名であつた。

・ 平成 20年度養成修了者は 5名であつた。

・ 平成 21年度養成 目標人数は 5名である。

・ 平成 21年度養成修了者は 4名であつた。累計実績 17名 となった。

3.人材養成 (講義 。実習等)の実施状況 (各養成コースの期間も記載 )

o講義 :第 1回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 4月 16日、

2コ マ実施 )

o講義 :「次世代 HD特 論」を開講 (担当 :関 秀廣 教授、武田悦矢 特任教授、

平成 21年 5月 21日 、22日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :第 2回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 6月 4日 、

2コ マ実施 )
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o講義 :「 品質工学特論」を開講 (担当 :宮城教育大学 小野 元久 教授、平成 21

年 6月 17日 、24日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :第 3回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 7月 2日、

2コ マ実施 )

o講義 :「技術経営特論」を開講 (担当 :立命館大学 阿部 惇 教授、平成 21年 7

月 29日 、30日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「分析評価特論」を開講 (担当 :川本 清 准教授、平成 21年 8月 4日 、5

日、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 4回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 8月 6日、

2コ マ実施 )

o講義 :「 ナノ加工特論」を開講 (担当 :佐藤 松雄 教授、平成 21年 8月 10日 、

11日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 演習 :「FPD関連併究実習」 (液晶セル作成・評価)を 開講 (担当 :関 秀廣 教

授、平成 21年 8月 25日 、計 4コ マ実施 )

o演習 :「H)D関連研究実習」 (ク リーンルーム技術)を 開講 (担当 :(株)日 立

プラン トテクノロジー 花岡 秀夫 氏、他 3名、平成 21年 8月 26日 、計 4コ マ

実施 )

o演習 :「FPD関連研究実習」 (有機 L、 ナノ薄膜)を 開講 (担当 :藤田 成隆 教

授、平成 21年 8月 27日 、28日 、計 7コ マ実施 )

・ 講義 :第 5回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 9月 2日 、

2コ マ実施 )

・ 講義 :「ULSIデザイン特論」を開講 (担当 :藤岡 与周 准教授、平成 21年 9月

3日、4日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 6回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 10月 1日 、

2コ マ実施 )

o講義 :「新規事業創出特論」を開講 (担当 :(株)テ クノ・インテグレーション

出川 通 氏、平成 21年 10月 5日、6日、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「先端技術研修」に関わ りFPD Intem五on江 2009に て研修 を実施。 (担

当 :全教員、平成 21年 10月 29日 、30日 実施 )

o講義 :第 7回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 11月 5日、

2コ マ実施 )

o講義 :第 8回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 12月 3日、

2コ マ実施 )

o講義 :「ULSIプ ロセス特論」を開講 (担当 :東北大学 大見 忠弘 教授、東北大

学 寺本 章伸 准教授、平成 21年 12月 17日 、 18日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 9回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 21年 12月 24

日、2コ マ実施 )

o講義 :「先端技術研修」に関わ りhtcm皿 onЛ Consumcr Elcc,onics Show(米
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国)にて研修 を実施。 (担当 :全教員、平成 22年 1月 5日 ～12日 実施 )

o講義 :「知的財産特論」を開講 (担当 :弁理士 富沢 知成 氏、平成 22年 1月 25

日、26日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 10回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 2月 4日 、

2コ マ実施 )

・ 講義 :「ナノ膜特論」を開講 (担当 :藤田 成隆 教授、平成 22年 2月 8日 、9日 、

計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「光マテ リアル特論」を開講 (担当 :嶋脇 秀隆 教授、平成 22年 2月 15

日、 16日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 11回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 2月 25

日、3コ マ実施 )

4.カ リキュラム・シラバス・教材の作成・講義・実習室における設備備品・消耗品等

の整備・改善状況、及び地域ニーズ等の反映状況

・ 各講義、実習の開講予定に合わせ資料、実習装置等を各担当教員が準備中。

●E―lcarning用 教材の整備 講演会ビデオを被養成者・本ユニット関係者向けに

Webで公開。

・ 消耗品費を用いて、各講義、実習について準備中。

●FPD関連書籍を購入し、Hつ 講義室にて被養成者への閲覧、貸し出しを開始

した。

o設備備品費を用いて実習装置を購入し、実習室に設置した。

5,次期コースの検討 (地域ニーズ把握、カリキユラム・募集要項等の検討・準備)状況

oア ドバイザリー・ポー ドにて、地域ニーズの把握とカリキュラム、報告会の開

催方法等運営に関する意見を得た。

o「FPD関連次世代型技術者養成ユニット」平成 22年度被養成者募集要項を作

成し、来年度の募集活動を開始した。

・ 平成 21年 12月 14日 (月 )～平成 22年 1月 15日 (金)第 1次募集期間

o平成 22年 1月 27日 (水)選抜口頭試問 (受験者 3名 )

o平成 22年 3月 5日 (金 )第 2回デイレクター・ボー ドにおいて受験者 3名の合

格を認定した。

・ 平成 22年 2月 15日 (月 )～3月 15日 (金)第 2次募集期間

o平成 22年 3月 26日 (金)選抜口頭試問 (受験者 2名 )

o平成 22年 3月 30日 (火 )ディレクター・ボー ド委員の承認により受験者 2名

の合格を認定した。

6.運営・評価委員会等の委員会の計画 。開催状況

o平成 21年 4月 14日 第 1回マネージメント・ボー ド開催 出席者 19名
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o平成 21年 5月 27日 第 1回 アドバイザリー・ボー ド開催 出席者 10名

講義については、「品質工学特論」を独立した科目とすること、新規事業創出

に関する科目を新設することなどが確認された。

・ 平成 21年 6月 15日  第 2回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 13名

。平成 21年 7月 23日  第 3回マネージメント・ボー ド開催 出席者 17名

o平成 21年 9月 15日  第 4回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 21年 10月 27日 第 5回マネージメント・ボー ド開催 出席者 14名

o平成 21年 12月 7日 第 2回 アドバイザリー・ボー ド、第 1回デイレクター・

ボー ド、第 6回マネ■ジメント・ボー ド合同会議開催 出席者 23名

o平成 22年 1月 19日  第 7回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 11名

・ 平成 22年 3月 5日 第 3回 アドバイザリー・ボー ド、第 2回デイレクター・ボー

ド、第 8回マネージメント・ボー ド合同会議開催 出席者 21名

7.シンポジウム・修了成果報告会等のイベン ト計画 。開催状況

o平成 21年度第 1回八戸工業大学 H》D関連次世代型技術者養成ユニット講演会

開催

:「ⅣIEMSを使つた超省電力高画質 FPD」

:Pixtronix,Inc.′ Jヽ林 力 氏

:平成 21年 7月 2日 (木)14:30-16:00(無 料 )

:八戸工業大学教養棟 3F大会議室 (G301)

:38名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業、地方自治体等 )

o平成 21年度第 2回八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニット講演会

開催

題 目 :「3次元デイスプレイの開発動向と標準化」

講 師 :エ プソンイメージングデバイス (株 )

P開発設計部 主管部長 濱岸 五郎 氏

日 時 :平成 21年 11月 5日 (木 )14:30-16:00

会 場 :八戸工業大学教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :29名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業、地方自治体等 )

o平成 21年度 FPDシ ンポジウム “知の工房 "開催

プログラム :

「新しい照明技術による建築計画のブレークスルー」

大成建設株式会社 設計本部

設備 I群 グループリーダー 廣チ|1純一 氏

「デジタルサイネージとディスプレイ」

デジタルサイネージヨンソーシアム

常務理事 江口靖二 氏

目

師

時

場

者力

題

講

日

会

参
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「電子ペーパーでラッピングされた世界」

慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科

特別研究教授 坪田知己 氏

:平成 21年 11月 26日 (木 )13:00-
:八戸グランドホテル

:59名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業、地域金融機関、

地方自治体等 )

o平成 21年度先端技術研修報告会開催

日 時 :平成 22年 3月 5日 (金)14:30-16:30

会 場 :八戸工業大学教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :27名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業、地方自治体等 )

o平成 21年度 PBLゼ ミナール最終報告会開催

日 時 :平成 22年 3月 9日 (火 )14:00-15:50

会 場 :八戸工業大学教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :32名 (被養成者、学内教職員、被養成者関係企業、地方自治体等 )

o平成 21年度 Hつ 関連次世代型技術者養成ユニット修了式開催

日 時 :平成 22年 3月 26日 (金)10:00-11:00

会 場 :八戸工業大学教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :28名 (被養成者、学内教職員、被養成者関係企業、地方自治体等 )

実施体制・自治体との連携状況

8.養成従事者の採用、実施体制に関わる状況・変化

o平成 21年 4月 1日付で専任の任期付研究員を 1名採用した。

9.連携する自治体との協力・連携状況等 (連携自治体名 :青森県)

o第 19回 フアインテック・ジャパン (平成 21年 4月 15-17日、東京ビッグサイ

ト)に おいて、青森県ブースにて本ユニッ トの取 り組みが紹介された。

●7月 2日 開催予定の第 1回講演会の開催案内広報 を、県の関係機関を通 して

行つた。

・ 青森県主催の光技術産業創造フォーラム (平成 21年 9月 3日 、ベス トウエス

タンホテルニューシテイ弘前)において、本ユニッ トに関するポスター展示を

行つた。

●FPD Intcm証 ona1 2009/Grccn Dcvicc 2009(平 成 21年 10月 28-30日 、パシフイ

コ横浜)に おいて、青森県ブースにて本ユニツ トの取 り組みが紹介された。

・ 平成 21年度 「青森県クリスタルバレイ構想実現化推進協議会・講演会」(平成

21年 12月 16日 、青森グラン ドホテル)において、本ユニットの取 り組みを報

告 し、平成 22年度被養成者の募集案内を配布 した。

時

場

者Ｈ
Ｈ

力

日

会

参
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o「地域連携フォーラム (むつ小川原・八戸エリア :者卜市エリア産学官連携事業

成果報告)」 (平成 22年 2月 4日、八戸プラザホテル)において、本ユニット

の取 り組みを報告した。

人材養成ユニッ トの有効性

10.養成修了者への支援状況 (修了者への活躍支援、フォローアツプアンケー ト調査、

資格支援等 )

・ 被養成者・養成修了者・教員を中心 とするネッ トワークΠつ…HIT―NETに つい

て、今年度より被養成者の上司と青森県の担当者をメンバーとして加え、より

広 く地域および FPD関連の情報交換を行えるようにした。

●FID―HIT―NET 発信 13件  (平成 21年 4月 1日 ～6月 30日 )

●H)D一HIT―NET 発信 13件  (平成 21年 7月 1日 ～9月 30日 )

●FPD―HIT―NET 発信 12件  (平成 21年 10月 1日 ～12月 28日 )

●FPD―HIT―NET 発信 12件  (平成 21年 12月 29日 ～平成 22年 3月 31日 )

11.情報発信 (報道発表、広報、ホームページの整備 (URLも 記載)等)と 、他への波

及効果の状況

o平成 21年 4月 17日 前日に挙行された入学式について東奥日報、デーリー東

北にて報道された。

・ 平成 21年 11月 6日 前日に開催された第 2回講演会について東奥日報、デー

リー東北にて報道された。

・ 平成 21年 11月 27日  前日に開催されたシンポジウムについてデーリー東北

にて報道された。

o平成21年 12月 1日 平成 22年度被養成者募集要項を県内関連企業に送付した。

・ 平成 21年 12月 14日 平成 22年度被養成者の募集をホームページに掲載した。

(http://wwwofpd.rs.hi― tech.ac.う p/)

o平成 22年 2月 17日 平成 22年度被養成者募集要項 (2次募集)を 県内関連企

業に送付した。

・ 平成 22年 2月 19日 平成 22年度被養成者の募集 (2次募集)を ホームページ

に掲載した。

・ 平成 22年 2月 23日 先端技術研修報告会の開催についてホームページに掲載

した。

・ 平成 22年 3月 6日 先端技術研修報告会についてデーリー東北にて報道された。

・ 平成 22年 3月 10日  先端技術研修報告会について東奥日報にて報道された。

・ 平成 22年 3月 27日 前日に挙行された修了式についてデーリー東北にて報道

された。
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課題終了後の継続性の見込み

12.5年間の実施期間終了後の継続 (人材創出拠点の形成)に 関する検討・調整状況 (自

治体 と共同で取 り組む施策、養成修了者への支援計画も記載 )

o本ユニツトの内容を八戸工業大学大学院電子電気 。情報工学専攻の部門に組み

込むことを草案 している。資金は現在の大学院と同様、入学者からの入学金 と

授業料でまかなう。

●FPDを 中心 とした半導イ本や光に関する 「知の拠点」としての八戸工業大学の

位置づけ強化を図つていくため、引き続き講演会・シンポジウムの開催や、ユ

ニットを通 じて形成されているネットワークの維持 。発展に務めるための体制

を検討中である。

採択・中間評価でのコメン ト対応

13.採択時コメン トヘの対処状況

●コメン ト「対象技術 として、FPD製品とそのための部材 とのどちら (あ るいは

両方)を ね らうか、対象者 として、地場の企業 と進出している大企業の技術者

のいずれ (あ るいは両方)を ねらうか、ターゲットを明確にして進める必要が

ある。」については、地域企業の要請などを考慮 し、FPDに 関わる部材や製造

機器のスペシャリス トを養成することを基本 とし、自社開発の新技術を求めて

いる地域企業・進出企業の双方を対象 としている。

● コメント「養成された人材の地域での雇用が将来にわたつて保証されるような

方策を検討 しつつ進めることが望 まれる。」については、既に雇用されている

被養成者については、その雇用を継続 した形態で本ユニッ トに入ることから 1

年の養成プログラム修 了後は元の雇用状態に帰することを原則 とし、企業 と

もその合意は取 り付けた上で養成を行つている。また、Uタ ーン、Jタ ーン、I

ターン技術者についても雇用決定 している者を対象 としている。

14.中 間評価結果報告書コメン ト事項への対処状況

o指摘事項 「地元の特徴であるクリスタルバ レイ形成などに資する、企業内の新

事業の創出やベンチャー企業の起業化ができる人材の養成に向けて、県 。産業界

との更なる連携を計 り、目標を明確にして、「先端技術研修」のあり方、「PBL

ゼミナール」のテーマ選択、経営的視点の強化などの、カリキュラムを改善す

ることが望まれる。」については、カリキユラムに反映済。

o指摘事項 「企業内の新規事業の創出やベンチャー企業の記業が継続できるよう

に拠点を構築・運営 し、地域産学官ネットワークが有効に機能するような具体

的努力が望 まれる。」については、本ユニットの内容を八戸工業大学大学院電

子電気 。情報工学専攻の部門に組み込むように計画中。

・ 指摘事項 「養成修 了者に対 してメー リングリス トの活用など継続的な支援 を

行つてい くことが望 まれる。」については、FPD―HIttNETの運用で対処済。

活
動
実
績
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7.5.5 平成 22年度

【業務 計画 】

本年度は、FPD(フ ラット・パネル・ディスプレイ)関連次世代型技術者養成ユニッ

トの 4期生の養成を行うとともに、最終年度として成果をまとめる。課題解決型人材

養成として前年度までに確立したカリキュラムの遂行と、目的に沿つた人材の輩出を

行う。特に被養成者のインセンティブを高揚させる手法を駆使し、ユニットの意義付

けを地域のニーズと擦 り合わせながら図つていく。本年度は 5名程度の被養成者を養

成することを目標とする。また、地域企業に戻つた養成修了者のフォローアップも行

う。さらに、事業終了後の継続運営に関する課題を明らかにする。

1.ユニッ ト運営体制の推進

本ユニッ トの運営を行 うため、以下の 3つのボー ドを設ける。ア ドバイザ リー・

ボー ドは、外部評価委員の協力を得て、ユニッ トの運営 。成果やカリキュラムに

関する客観的評価を行 う。デイレクター・ボー ドは、ユニッ トの企画・検討や被

養成者の選考、活動評価 を行 う。マネージメン ト・ボー ドは、カ リキュラムを遂

行する。各ボー ドを定期的に開催 しながらユニッ ト運営体制等を推進 して、本人

材養成システムを改善する。合わせて、本ユニッ トの将来の後継 となるシステム

も検討する。 また、今後地域再生へどのように貢献 していくかを検討する。さら

に、本事業において構築 した知のネッ トワークについても、今後も継続 して活か

していくための方法を検討する。

2.カ リキュラムの実行

FPDの基本 となる 「光」と「半導体」の 2テーマを主体 としたマテリアル・プロ

セシング分野、「FPD関連研究実習」等の実践的な科 目および、技術マネジメン

トに関する科 目からなるプラクティカル・ トレーニング分野から構成されるカリ

キユラムを実行 し、被養成者を養成する。技術マネジメン ト関連の各科 目と連携

し、「PBLゼミナール」「先端技術研修」の実施を通 して新規事業創出につながる

マインドの醸成を目指す。ア ドバイザ リー・ボー ドからの指摘や被養成者の評価、

および国内外の展示会等に参加 し最先端の技術調査を実施 し、それ らの結果を柔

軟にカリキユラム内容に取 り入れて、効果的な養成を行 う。

3.地域へのユニッ ト広報活動

ホームページ、メー リングリス トにより本ユニットから地域への情報発信 を図る。

また、シンポジウムや講演会を開催 し、FPD関連のより詳細な技術動向を探る機

会を提供する。さらに、最終年度にあたって、本ユニッ トにおける地域の社会人

技術者教育に関する 5年間の取 り組みの成果をまとめ、地域企業に情報提供 を行

い、地域に根ざした継続を目指す。

―-192-―
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4.被養成者および養成修了者への支援 と地域企業 との連携

養成修了者が地域から高い評価 を得るために、企業 と連携を図 り、養成修了後の

状況把握 と地域貢献への支援を行 う。 また、本ユニットの宣伝や継続事業への参

加を促すため、各講義科 目を個別の希望者にも開放 して本カリキュラムを体験さ

せる。

表 7.9:平成 22年度 実施体制

ボー ド委員一覧

0ア ドバイザリー・ボード

活
動
実
績

園
□
重

事業項目 I実施場所 担当責任者

総括責任者 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

学長 藤田 成隆

1.ユニット運営体制の推進 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

電子電気・情報工学専攻・教

授 関 秀廣

2.カ リキュラムの実行 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

電子電気・情報工学専攻・教

授 関 秀虞

3.地域へのユニッ ト広報活動 青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

電子電気・情報工学専攻・教

授 関 秀廣

4.被養成者および養成修了者
への支援と地域企業との連携

青森県八戸市大字妙字大開

88-1八戸工業大学

電子電気 。情報工学専攻・教

授 関 秀廣

No 氏 名 所  属 職 名

井日 泰孝 八戸工業高等専門学校 校長

2 大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター 客員教授

3 東  康夫 東北化学薬品株式会社 取締役会長

4 花田 俊郎 エーアイエス株式会社 代表取締役社長

5 小野 信一 アルバック東北株式会社 代表取締役社長

6 瀬崎 好司 OLED青 森株式会社 代表取締役社長

7 大鳥 良助 株式会社アルバックコーポレー トセンター 顧 間

虫眼名  武 青森県庁 副知事

9 奈良岡修一 八戸市庁 副市長

10 古川 健治 六ヶ所村役場 村長

11 柳谷 利通 学校法人 八戸工業大学 理事長

12 鈴木 直通 学校法人 八戸工業大学 事務局長

13 藤田 成隆 八戸工業大学 学 長

14 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

15 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科 電子電気・情報工学専攻 専攻主任
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娃 7.5 年度実績一覧

活
動
実
績

●ディレクター・ボード

0マ ネージメント・ボード

0マ ネージメン ト・ボー ド (企画支援部門)

※順不同

※順不同

※順不同

国

目

職名No. 氏  名 所 属

部長櫻庭 洋一 青森県商工労働部

2 花松 憲光 地方独立行政法人青森県産業技術センター エ業総合研究所 所 長

鈴木 直通 学校法人 八戸工業大学 事務局長3

4 福井 俊夫 八戸工業大学 事務部長

5 大黒 正敏 八戸工業大学大学院 工学研究科機械・生物化学工学専攻 専攻主任

専攻主任6 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻

7 栗原 仲夫 八戸工業大学 工学部 システム情報工学科 学科長

武田 悦矢 特任教授八戸工業大学 先端研究教育開発センター

9 川本  清 八戸工業大学 基礎教育研究センター 准教授

10 佐々木崇徳 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 任期付研究員

職名No. 氏  名 所  属

客員教授大見 忠弘 東北大学 未来科学技術共同研究センター

2 柏木  司 青森県商工労働部 新産業創造課 課長

岡部 敏弘 地方独立行政法人青森県産業技術センター 八戸地域研究所 所 長

弁理士4 富沢 知成 富沢特許事務所

5 佐藤 松雄 八戸工業大学大学院 工学研究科機械・生物化学工学専攻 教授

八戸工業大学 先端研究教育開発センター 特任教授6 武田 悦矢

7 関  秀廣 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 専攻主任

嶋脇 秀隆 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 教授

9 藤岡 与周 八戸工業大学大学院 工学研究科電子電気・情報工学専攻 准教授

10 川本  清 八戸工業大学 基礎教育研究センター 准教授

11 佐々木崇徳 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 任期付研究員

12 鈴木るり子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 係長

No. 氏  名 所  属 職 名

大野 裕司 学校法人 八戸工業大学 事務局次長
う
と 工藤 利治 学校法人 八戸工業大学 財務課長 (管財担当)

長浜 沖夫 学校法人 八戸工業大学 財務課長 (財政担当)

4 西田中裕祥 学校法人 八戸工業大学 人事課長

5 舛谷 厚子 学校法人 八戸工業大学 財務課職員

6 蛯名恵利子 学校法人 八戸工業大学 人事課職員

7 谷津 昌樹 八戸工業大学 図書館・情報事務室 テクニカル・スタッフ

小笠原康子 八戸工業大学 社会連携学術推進室 事務職員

9 水日 浩美 八戸工業大学 先端研究教育開発センター 事務補助員
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7.5 年度実績一覧

【実施報告】 (2010年 1月現在)

人材養成の実施内容

1.被養成者の募集 。選考状況 (応募者数、合格者数、現在の在籍者教も記載 )

「FPD関連次世代型技術者養成ユニッ ト」平成 22年度被養成者募集要項に基づい

て下記の活動を行つた。

・ 平成 21年 12月 14日 (月 )～平成 22年 1月 15日 (金)募集期間

o平成 22年 1月 27日 (水)選抜口頭試問 (受験者 3名 )

o平成 22年 3月 5日 (金)ア ドバイザ リー・ボー ド、ディレクター・ボー ド、マ

ネージメン ト・ボー ドの三ボー ド合同会議で 3名の合格 を承認

・ 平成 22年 2月 15日 (月 )～ 3月 15日 (月 )2次 募集期間

o平成 22年 3月 26日 (金)2次選抜口頭試問 (受験者 2名 )

o平成 22年 3月 30日 (火 )ディレクター・ボー ドで 2名の合格 を承認

o平成 22年 4月 20日 (火 )平成 22年度被養成者入学式

選抜試験の結果、表 7.10に示す 5名 を合格 と判定 し、全員が入学 した。

表 7.10:平成 22年度被養成者選抜試験合格者 (5名 )

被養成者 D 氏名

F10001 加藤 基

F10002 兼田 裕樹

F10003 久保 剛樹

F10004 深持 和昭

F10005 松川 博志

2.養成修了状況 (本年度の養成目標人数も記載。初年度からの累計目標/実績教も記載 )

o平成 19年度養成修了者は 8名 であつた。

・ 平成 20年度養成修了者は 5名であつた。

o平成 21年度養成修了者は 4名 であつた。

・ 平成 22年度養成目標人数は 5名である。

oこ れにより養成累計目標 22名/現在の実績 17名である。

3.養成人数 目標以外の目標の達成状況

o実現可能性のあるプラン作成、事業化・起業化

修了生の所属企業において、「PBLゼ ミナール」などのカリキユラムを通 して

得 られた成果が、新規分野事業化の一部に組み込 まれている。

活
動
実
績

目

目
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o本ユニットの認知度・ニーズ向上のための情報発信や、修了生と地域産学官の

連携や情報共有・交換のためのネットワーク形成

アップトゥデー トな連携情報網として “H)D―HIT―NET"が構築されており、現

在大学関係者、被養成者、修了生、地域企業関係者、自治体関係者など50名

が参加し、情報共有の場となっている。

4,人材養成 (講義 ,実習等)の実施状況 (各養成コースの期間も記載 )

o講義 :第 1回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 4月 20日、

2コ マ実施)   Ⅲ

o講義 :「 品質工学特論」を開講 (担当 :宮城教育大学 小野 元久 教授、平成 22

年 5月 12日 、 13日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 2回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 5月 28日 、

2コ マ実施 )

・ 講義 :「技術経営特論」を開講 (担当 :立命館大学 阿部 惇 教授、平成 22年 6

月 3日 、4日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :第 3回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 6月 25日 、

2コ マ実施 )

o講義 :「次世代 Πつ 特論」を開講 (担当 :関 秀廣 教授、武田 悦矢 特任教授、

平成 22年 7月 8日、9日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :第 4回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 7月 23日 、

2コ マ実施 )

o演習 :「FPD関連研究実習」 (ク リーンルーム技術)を 開講 (担当 :オルガノ

(株)今岡 孝之 氏、大成建設 (株)若山 恵英 氏、青森県産業技術センター エ

業総合研究所 千葉 昌彦 氏、液晶先端技術研究センター 若生 一広 氏、平成 22

年 8月 2日 、計 4コ マ実施 )

・ 演習 :「FPD関連研究実習」 (有機 EL、 ナノ薄膜)を 開講 (担当 :藤田 成隆 教

授、平成 22年 8月 3日 、4日 、計 7コ マ実施 )

・ 演習 :「FPD関連研究実習」 (液晶セル作成 。評価)を 開講 (担当 :関 秀廣 教

授、平成 22年 8月 5日 、計 4コ マ実施 )

o講義 :第 5回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 8月 20日、

2コ マ実施 )

o講義 :「ナノ加工特論」を開講 (担当 :佐藤 松雄 教授、平成 22年 8月 24日 、

25日 、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :「分析評価特論」を開講 (担当 :川本 清 准教授、平成 22年 9月 2日、3

日、計 7.5コ マ実施 )

・ 講義 :「ULSIデザイン特論」を開講 (担当 :藤岡与周 准教授、平成 22年 9月

9日 、10日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 6回 「PBLゼミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 9月 30日、
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2コ マ実施 )

o講義 :「新規事業創出特論」を開講 (担当 :(株)テ クノ・インテグレーション

出川 通 氏、平成 22年 10月 6日 、7日 、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :第 7回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 10月 28

日、2コ マ実施 )

o講義 :「先端技術研修」として FPD Intcm皿 ona1 2010に て研修を実施。 (担当 :

全教員、平成 22年 11月 10日 、 11日 、 12日 実施 )

・ 講義 :第 8回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 11月 26

日、2コ マ実施)  ｀

o講義 :「知的財産特論」を開講 (担当 :弁理士 富沢 知成 氏、平成 22年 12月 2

日、3日、計 7.5コ マ実施 )

o講義 :「ULSIプロセス特論」を開講 (担当 :東北大学 大見 忠弘 教授、寺本 章

伸 准教授 、平成 22年 12月 14日 、15日 、計 7.5コ マ実施 )

。講義 :第 9回 「PBLゼ ミナール」を開講 (担当 :全教員、平成 22年 12月 22

日、2コ マ実施 )

5.カ リキュラム・シラバス・教材の作成・講義 。実習室における設備備品・消耗品等

の整備 。改善状況、及び地域ニーズ等の反映状況

o各講義、実習の開講予定に合わせ資料、実習装置等を各担当教員が準備 した。

・ 消耗品費を用いて、各講義、実習について準備 し、実施 している。

・ HD関 連書籍を購入し、FPD講義室にて被養成者への閲覧、貸 し出しを行つて

ヤヽる。

6。 次期コースの検討 (地域ニーズ把握、カリキュラム・募集要項等の検討・準備)状況

oア ドバイザ リー・ボー ドにて地域ニーズの把握 とカリキュラム、報告会の開催

方法等運営に関する意見を得ながら検討を進めている。

・ 次年度以降の事業継続案をア ドバイザ リー・ポー ドに諮 り、提示案に沿つて検

討を進める旨了承された。

7.被養成者の到達度認定の仕組み検討・整備状況

・ 各授業科 目の目標達成度については、担当する教員が評価をする。、さらに、ディ

レクター・ボー ドにおいて、単位取得状況等を基に最終的な修了認定を行 う。

8.養成システムの改善状況 (被養成者、養成従事者、外部有識者、修了者・上司によ

る評価の仕組み)

o年 1回、アンケー ト (被養成者、上司、経営者)を 行い、評価結果および意見

を養成システムに反映している。また、年 3回開催するアドバイザリー・ボー

ドにおいて、外部有識者の意見を取 り入れている。
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9.運営・評価委員会等の委員会の計画・開催状況

o平成 22年 4月 13日 第 1回マネージメント・ボー ド開催 出席者 15名

o平成 22年 5月 17日 第 1回アドバイザリー・ボー ド開催 出席者 7名

o平成 22年 6月 14日 第 2回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 15名

o平成 22年 7月 20日 第 3回マネージメント・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 22年 9月 14日 第 4回 マネージメント・ボー ド開催 出席者 10名

o平成 22年 10月 13日 第 5回マネージメント・ボー ド開催 出席者 14名

o平成 22年 11月 17日 第 6回マネージメント・ボー ド開催 出席者 12名

o平成 22年 12月 6日
→
第 2回 アドバイザリー・ボー ド、第 1回デイレクター・

ボー ド、第 7回 マネージメント・ボー ド合同会議開催 出席者 26名

10。 シンポジウム・修了成果報告会等のイベン ト計画・開催状況

・ 平成 22年度第 1回八戸工業大学Hつ 関連次世代型技術者養成ユニット講演会

開催

題目 :「 3D映像の軸向と将来」

講師 :(株)ふ じわらロスチャイル ドリミテッド 松本 郁夫 氏

日時 :平成 22年 6月 25日 (金) 14:30-16100(無料 )

会場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :45名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業、地方自治体等、金融

機関)

o平成 22年度 FPDシンポジウム "知の工房 "開催

テーマ :「産学官連携による地域人材育成」

プログラム :

基調講演 「産学官連携フアン ドからみた地域活性化」

東北イノベーションキャピタル (株 )

代表取締役社長 熊谷 巧 氏

ユニッ ト活動成果報告 「地域に根付 く人材育成」

八戸工業大学 FPD関連次世代型技術者養成ユニット

副総括責任者 関 秀廣

パネルディスカッション

「産学官連携による人材育成 と地域のイノベーシヨン」

コーディネーター 八戸工業大学 先端研究教育開発センター

特任教授 武田 悦矢

―-198-―



G園 国謝 涎

パネ リス ト   エーアイエス (株 )

代表取締役社長 花田 俊郎 氏 (代理 児山 輝 氏 )

アルバック東北 (株 )

代表取締役社長 小野 信一 氏

地方独立行政法人青森県産業技術センター

八戸地域研究所 所長 岡都 敏弘 氏

コメンテーター 青森県商工労働部

次長 永井 岳彦 氏

東北イノベーシヨンキャピタル (株 )

代表取締役社長 熊谷 巧 氏

日 時 : 平成 22年 10月 20日 (水 )13:00■ 7:00(無料 )

会 場 : 八戸グラン ドホテル 3階 双鶴の間

参加者 : 80名 (被養成者、修了生、学内教職員、学生、地域企業、

金融機関、地方自治体等 )

o平成 22年度第 2回八戸工業大学 HD関 連次世代型技術者養成ユニット講演会

開催

題 目 :「有機 ELデイスプレイ・照明の現状 と展望」

講 師 :技術 コンサルタン ト 営摩 照夫 氏

日 時 :平成 22年 11月 26日 (金)14:30-16:00(無 料 )

会 場 :八戸工業大学 教養棟 3F大会議室 (G301)

参加者 :47名 (被養成者、学内教職員、学生、地域企業 )

実施体制・自治体との連携状況

11.養成従事者の採用、実施体制に関わる状況 。変化

o学長交代に伴い、総括責任者を新学長に変更 した。

・ 連携 自治体である青森県の人事異動に伴い、ボー ドメンバーを一部変更 した。

・ 理事長交代に伴い、補助事業者を新理事長に変更 し、ア ドバイザ リー・ボー ド

メンバーも変更 した。

・ ア ドバイザ リー・ポー ドメンバーの東北デバイス (株)代表取締役社長相馬平

和氏よリボー ドメンバー辞退の申し出があり、これを了承 した。また、それに

伴い、東北デバイス (株)よ り事業を引き継いだOLED青 森 (株)代表取締

役社長瀬崎好司氏を新たにアドバイザリー・ボー ドメンバーとして委嘱した。

12.連携する自治体との協力・連携状況等 (連携自治体名 :青森県)

o6月 25日 開催の第 1回講演会の開催案内広報を、県の関係機関を通して行つた。
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o10月 20日 開催の FPDシ ンポジウムの開催案内広報を、県の関係機関を通 して

行つた。

・ 11月 26日 開催の第 2回講演会の開催案内広報を、県の関係機関を通 して行つた。

人材養成ユニッ トの有効性

13.養成修了者への支援状況 (修 了者への活躍支援、フォローアップアンケー ト調査、

資格支援等 )

o被養成者・養成修 了者 ・被養成者上司・教員 。協力自治体 を中心 とする FPD―

HIT―NET(メ ー リングリス ト)に より、地域および FPD関連の情報交換を行

えるようにしている。

●FPD―HIT―NET 発信 9件  (平成 22年 4月 1日 ～6月 30日 )

●FPD―HIT―NET 発信 13件  (平成 22年 7月 1日 ～9月 30日 )

●FPD―HIT―NET 発信 4件  (平成 22年 10月 1日 ～12月 28日 )

14.養成修了者の地域での活躍状況、成果状況  (地域再生の事例があればそれも記載 )

o修了生は各所属企業において、業務の効率化や新規事業立ち上げに携わつて

いる。

15,情報発信 (報道発表、広報、ホームページの整備 (URLも 記載)等 )と、他への波

及効果の状況

報道発表

o平成 22年 4月 21日  前 日挙行された入学式についてデー リー東北にて報道さ

れた。

o平成 22年 4月 23日  入学式について東奥 日報にて報道された。

・ 平成 22年 6月 26日 前 日開催された第 1回講演会についてデー リー東北にて

報道された。

・ 平成 22年 10月 21日  前 日開催された FPDシ ンポジウムについてデー リー東

北および東奥 日報にて報道された。

o平成 22年 12月 7日 所属企業経営破綻により失職 して、本ユニット被養成者

を継続 している元社員の再就職支援について東奥 日報にて報道された。

広報

o平成 22年 5月 21日  平成 22年度 第 1回講演会の開催案内を県内関連企業に

送付 した。

・ 平成 22年 9月 22日  平成 22年度 FPDシ ンポジウムの開催案内を県内関連企

業に送付 した。

・ 平成 22年 10月 13日  平成 22年度 FPDシンポジウムの開催案内を「地域再

生人材創出拠点の形成プログラム」採択機関向けにメールで発信 した。
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7.5 年度実績一覧

o平成 22年 10月 28日 平成 22年度 第 2回講演会の開催案内を県内関連企業に

送付 した。

ホームページ掲載 (http://www.fpd.rs.hi― tech.ac.jp/)

o平成 22年 4月 21日 平成 22年度 FPD入学式についてホームページに掲載 した。

o平成 22年 4月 27日 「品質工学特論」の聴講案内をホームページに掲載 した。

・ 平成 22年 5月 18日 「技術経営特論」の聴講案内をホームページに掲載 した。

・ 平成 22年 6月 2日 平成 22年度 第 1回講演会の開催案内をホームページに掲

載 した。

・ 平成 22年 6月 25日 平成 22年度 第 1回講演会の開催報告をホームページに掲

載 した。

・ 平成 22年 9月 21日 平成 22年度 FPDシ ンポジウムの開催案内をホームページ

に掲載 した。

・ 平成 22年 10月 28日 平成 22年度 FPDシ ンポジウムの開催報告をホームペー

ジに掲載 した。

・ 平成 22年 11月 5日 平成 22年度 第 2回講演会の開催案内をホームページに掲

載 した。

・ 平成 22年 12月 27日 平成 22年度 第 2回講演会の開催報告をホームページに

掲載 した。

成果の発表状況

16.養成された人材による成果発表及び人材養成ユニッ トに関する成果発表状況

o平成 22年 8月 21日 に工学・工業教育研究講演会にてユニットの教育システム

とその成果について 2件発表を行つた。

・ 平成 22年 10月 に開催 したシンポジウムにおける成果報告および修 了生ポス

ターセッションにおいて、成果の発表 を行つた。

・ 平成 22年 11月 30日 に科学技術館で開催された文部科学省主催の地域再生人

材創出拠点の形成 平成 22年度科学技術振興調整費シンポジウム 「地域に根ざ

した人材づくり」において、本ユニットの実施課題報告およびポスター展示を

行つた。

課題終了後の継続性の見込み

17.5年間の実施期間終了後の継続 (人材創出拠点の形成)に 関する検討・調整状況 (自

治体 と共同で取 り組む施策、養成修了者への支援計画も記載 )

・ 本ユニットの内容を八戸工業大学大学院電子電気・情報工学専攻の部門に組み

込むことを草案 している。資金は現在の大学院と同様、入学者からの入学金と

授業料でまかなう。

活
動
実
績
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・ Hつ を中心とした半導体や光に関する「知の拠点」としての八戸工業大学の

位置づけ強化を図つていくため、引き続き講演会・シンポジウムの開催や、ユ

ニットを通じて形成されているネットワークの維持 。発展に務める。さらに、

現在運用中の HD―HIT―NET参加者を中心とした研究会の立ち上げを検討中で

ある。

・ 次年度以降の継続に関して、これまでに培つたシステムをベースに、グローカ

ルな視点を有して所属する企業の強みを発揮し、多角的な分野に開発展開し、

新規事業を創出できる人材を養成する。養成修了者には「グローカル技術マイ

スター」の称号を授与する。

・ 運営費については八戸工業大学教育研究運営費を中心に被養成者からの実_費徴

収 (教科書代等 )、 青森県からの委託 (検討中)、 学外資金の調達によりまか

なう。
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